
 

　万年筆職人と言えば、みなさんにお馴

染の田中晴美さん。このたび、「多年筆記

用具製造工として職務に精励した」こと

が高く評価され、春の黄綬褒章を受章さ

れました。この受章にあたり、 

「長年この道一筋で辛抱強くやってよか

った。これも家族、お店の社長さん等い

ろいろな方の協力や支援があってこそ。

何よりお客様がいていてくださったおかげです。」と喜びを語ります。 

　昭和27年、中学校を卒業後、『（有）万年筆博士』に就職しました。気付けば約60年、一生の仕事

になっていました。この職の楽しさを実感できるようになったのは、約25年前から行っているオ

ーダーシステムを取り入れてからです。お客さんに直筆で記入してもらった注文書をもとに作

業を開始します。そこに書かれている文字を見て、思いをはせながら、丁寧に仕上げていきます。

　今まで作成した万年筆は約7,500本。日本全国各地はもちろん世界各国と幅広く愛されています。田中さんの万年筆（田中モ

デル）は、３年待ちの人気商品。「これ以上待たせたくない」と３月にオーダーストップしています。 

　平成16年に厚生労働大臣表彰－現代の名工－も受章されている田中さん。一流の職人魂で作る万年筆が、これからも世界中の

人々の心をとらえていくことでしょう。おめでとうございます。 
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